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For the achievement of Sustainable Development Goals （SDGs） based on the ideal of  ‘Leave no one 
behind,’ people themselves and each of individual should be focused on the main target of development 
as Human Security claims. Among SDGs, Goal 1 ‘End poverty in all its forms everywhere’ is the first pri-
ority as the preamble of Transforming Our World: 2030 Agenda for Sustainable Development shows. For 
this, community can play the role of  ‘First frontier’ of poverty eradication. Active community action is 
based on the social ties with social capital. Role of religion becomes highlighted as a form of strong social 
capital, especially related to the development issues of value and ethical matter. As well, Faith Based Or-
ganizations （FBOs） also become expected to play a crucial role as ‘New development partner’ to eradi-






ンダ」（Transforming Our World: 2030 Agenda for Sustainable Development. 以下，2030アジェンダ）
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はじめ， 人々の生活の安心・安全は従来国家が守るべきものとされてきたし， 事実， 戦後の貧困削減
をはじめとする開発のおもな主体は国家・政府であった。だが， 近年， 途上国においてはこうした
「国家による安全保障」（state security）の枠組みが必ずしも十分に機能しないことが明らかとなって
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する最善の貢献をもたらす。それ故，参画それ自体が目的である」（UNDP 1994: pp. 21‒22）。
また，貧困とは，経済的な貧困のみならず「社会的な力の剥奪の一形態とみなされるべき」もので
あり，剥奪された力を取り戻し，あるいは，強化することつまりエンパワーメントが貧困削減にとっ






















で，世界銀行は「貧困削減戦略」（Poverty Reduction Strategy: PRS）において，より持続的な裾野の




制度や資源を強化する」ものである。（Dongier et al. 2003: pp. 3‒8）。
コミュニティ主導の開発（CDD）が着目されるようになった契機は，世界銀行が貧困層を対象に
して行った参加型貧困調査（Participatory Poverty Assessment: PPA）とその成果である『貧困層の声』
（Voices of the Poor）3部作および，『世界開発報告 2000/01―貧困との闘い』，そして各国のオーナー
シップと幅広いステークホルダーの参加による貧困削減戦略（PRS）の策定である2。世界銀行は 50
か国，4万人を超える貧困層との対話をつうじて参加型貧困調査（PPA）を実施し，『貧困層の声』3
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ネットワーク」と定義される（Putnam 1993: p. 167）。また，社会関係資本は物的資本（physical 









ことは想像しがたいのである（World Bank 1998: p. 1）。
では，開発において社会関係資本にはどのような類型や機能があるのであろうか。第 1に，アプホ
フ（N. Uphoff）は社会関係資本における「構造的」と「認知的」の 2類型として論じている（Uphoff 
2000: pp. 218‒19）。構造的社会関係資本（structural social capital）とは， コミュニティの互恵活動
̶     ̶83
貧困撲滅の「最初のフロンティア」としてのコミュニティと社会関係資本，信仰基盤組織（FBOs）
（MBCA）に貢献するような， 社会組織， 村の掟， 役割， 手続き， ネットワーク等であり， こうした人々
のパターン化された行動を積極的に利用することによって， 取引コストを削減することができる。ま
た， 認知的社会関係資本（cognitive social capital）とは， コミュニティの互恵活動に貢献するような
精神的なプロセス， 思想， 規範等々の価値観であり， これを積極的に利用することによって， 人々が相
互に尊敬し， 協働・協力を推進することができる。 
また， 第 2に，ナラヤン（D. Narayan）は社会関係資本を「内部結束型」と「橋渡し型」の 2類型

























NGOである Christian Aid, World Vision等はキリスト教を背景に持つ。他方，日本をはじめアジア
 3 文化・宗教に着目したオルタナティブな開発（alternative development）のアプローチからの重要な開発理論としては，内
発的発展論がある。内発的発展は「西欧をモデルとした近代化のパラダイム」つまり「支配的パラダイム」に対する対抗モ
デルの一つであるとされる。そして，内発的発展では「伝統の再創造」が鍵であり，「伝統的なコスモロジー，宗教あるい
は信仰の中に，現代の大問題を処理する知恵を発見する」ことが重要とされる（鶴見 1999: pp. 31‒33）。
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社会規範（social norm），価値・倫理（values and ethics）の重視と，新たな開発パートナーとして
の信仰基盤組織（FBOs）の役割である。世界銀行の『貧困層の声』では，貧困層のネットワークや
連携，貧困層の組織が重視されるなかで，宗教の役割が注目されている。また，2000年に世界銀行
は「価値・倫理に関する開発対話」（Development Dialogue on Values and Ethics: DVEE）をスター
トさせた。これに続いて，「世界信仰開発対話」（World Faith Development Dialogue: WFDD）が発













び仏教系 NGO等は，宗教基盤組織（FBOs）として重要な開発主体である。詳細は Noda 2007，野田 2007aを参照。






（Narayan et al. 2000b: p. 189）
世界銀行は「開発における価値・倫理の対話（DVEE）」に続いて，「世界信仰開発対話」（WFDD）
が発足した。共同議長を務めた，世界銀行の J. ウォルフェンソン（J. D. Wolfenson）世界銀行総裁と





















ニティ・イニシアティブセンター（Center for Faith-Based and Community Initiatives : CFBCI）が設
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理解する必要がある。アメリカ共和党政権のブッシュ大統領（G. W. Bush, 2001‒09）は「思いやりの
保守主義」（compassionate conservatism）をスローガンとし，その柱の一つとして，「信仰基盤コミュ
ニティ・イニシアティブ（Faith Base and Community Initiative: FBCI）」を打ち出し，2001年に大統
領令 13119号にもとづき大統領府（White House）に FBCIオフィスを開設した（Presidential Doc-
uments 2001）。また，2008年には大統領府から『慈悲のイノベーション』が刊行され，信仰基盤コ
ミュニティ・イニシアティブの総括がなされた。また，こうしたコミュニティや宗教との連携強化の
姿勢は民主党政権のオバマ大統領（B. Obama, 2009‒17）の「信仰基盤・隣人パートナーシップ」（Faith 
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